
(57)【要約】
【課題】シンチレータとしての機能に優れ、且つ加工性がよく、精密加工が容易な酸化物
蛍光体およびそれを用いた放射線検出器および医用撮像装置を提供する。
【解決手段】 Ceを発光元素とし、少なくとも Gd、 Al、 Ga、 Oを含んだ、主にガーネット構
造の母体結晶からなる酸化物蛍光体であり、 Naを酸化物蛍光体重量に対して 500wtppm以下
含有する。この酸化物蛍光体は、例えば、原料粉末を混合し、仮焼きし、仮焼き粉末を焼
結することによって製造することができ、その際、原料粉末または仮焼き粉末に Na2 B4 O7
等の Na化合物を添加することによって Naを含有させることができる。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ceを 発 光 元 素 と し 、 少 な く と も Gd、 Al、 Ga、 Oを 含 ん だ 、 主 に ガ ー ネ ッ ト 構 造 の 母 体 結
晶 か ら な る 酸 化 物 蛍 光 体 で あ っ て 、 Naを 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 酸 化 物 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 放 射 線 に よ り 発 光 す る 蛍 光 体 素 子 と 、 前 記 蛍 光 体 素 子 に よ る 発 光 を 検 出 す る 光 電 変 換 素
子 と を 備 え た 放 射 線 検 出 器 に お い て 、 前 記 蛍 光 体 素 子 と し て 、 請 求 項 １ 記 載 の 酸 化 物 蛍 光
体 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 放 射 線 検 出 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 放 射 線 源 と 、 こ の 放 射 線 源 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 放 射 線 検 出 器 と 、 こ れ ら 放 射 線 源 及 び
放 射 線 検 出 器 を 保 持 し 、 被 検 体 の 周 り で 回 転 駆 動 さ れ る 回 転 円 板 と 、 前 記 放 射 線 検 出 器 で
検 出 さ れ た 放 射 線 の 強 度 に 基 づ き 前 記 被 検 体 の 断 層 像 を 画 像 再 構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 と
を 備 え た Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 に お い て 、 前 記 放 射 線 検 出 器 と し て 請 求 項 ２ に 記 載 の 放 射 線 検 出 器
を 用 い た こ と を 特 徴 と す る Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は Ｘ 線 、 γ 線 な ど を 検 出 す る 放 射 線 検 出 器 、 特 に Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 等 の 撮 像 装 置 に 好
適 な 放 射 線 検 出 器 に 関 す る 。 ま た 本 発 明 は 前 記 放 射 線 検 出 器 を 用 い た Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 等 の 撮 像 装 置 に 用 い ら れ る 固 体 検 出 器 は 、 セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ
と フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 組 み 合 わ せ た も の が 主 流 と な っ て お り 、 複 数 個 の シ ン チ レ ー タ 素 子
と フ ォ ト ダ イ オ ー ド が 並 ん だ 検 出 器 素 子 ア レ イ 基 板 を 、 Ｘ 線 管 焦 点 を 中 心 と し た 円 弧 上 に
複 数 個 並 べ た 構 造 が 、 多 く 採 用 さ れ て い る 。 撮 像 装 置 の 検 出 器 に 求 め ら れ る 特 性 と し て は
、 高 出 力 で あ る こ と 、 残 光 が 短 い こ と な ど が あ り 、 優 れ た 特 性 が 得 ら れ る シ ン チ レ ー タ 材
が 開 発 さ れ て い る 。 例 え ば 本 出 願 人 は 、 Ceを 発 光 元 素 と し 、 Gd、 Al、 Ga、 Oを 含 ん だ ガ ー
ネ ッ ト 構 造 の 母 体 結 晶 か ら な る 酸 化 物 蛍 光 体 を 提 案 し て い る （ 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ な
ど ） 。 こ の 酸 化 物 蛍 光 体 で は 、 従 来 の CdWO 4 な ど の 単 結 晶 シ ン チ レ ー タ の 1.5倍 以 上 の 発 光
出 力 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 シ ン チ レ ー タ の 加 工 精 度 や 検 出 器 素 子 ア レ イ の 組 み 立 て 精 度 が 検 出 器 の 特 性 に 与
え る 影 響 も 大 き い 。 検 出 器 素 子 ア レ イ の 組 み 立 て 方 法 と し て は 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ
基 板 に シ ン チ レ ー タ 板 を 接 着 し た 後 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ に 対 応 し て シ ン チ レ ー タ 板
に 溝 加 工 を 施 し 、 溝 に 金 属 製 の セ パ レ ー タ 板 や 樹 脂 状 の チ ャ ン ネ ル 分 離 材 を 挿 入 す る 方 法
や 、 あ る い は シ ン チ レ ー タ 材 、 チ ャ ン ネ ル 分 離 材 を 交 互 に 貼 り 合 わ せ 、 シ ン チ レ ー タ ア レ
イ と し た も の を 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ 基 板 に 接 着 す る 方 法 な ど が 用 い ら れ て い る 。 い
ず れ の 組 み 立 て 方 法 に お い て も 、 シ ン チ レ ー タ 材 に 対 す る 高 精 度 な 加 工 が 要 求 さ れ る 。 例
え ば 溝 加 工 方 式 に お い て は 、 溝 が 曲 が っ て 加 工 さ れ た 場 合 に は 、 チ ャ ン ネ ル 形 状 が 理 想 的
な 幾 何 学 位 置 か ら ず れ る こ と に な る 。 こ の よ う な 場 合 、 検 出 器 素 子 ア レ イ と 散 乱 線 除 去 コ
リ メ ー タ と の 幾 何 学 的 位 置 関 係 に ず れ が 生 じ 、 ア ー チ フ ァ ク ト の 原 因 と な る 。 ま た 、 シ ン
チ レ ー タ ア レ イ を フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ 基 板 に 接 着 す る 方 式 に お い て も 、 各 々 の シ ン チ
レ ー タ 材 に は 高 精 度 な 加 工 精 度 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 一 般 に 、 セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 の 製 造 工 程 に お い て は 、 種 々 の 焼 結 助 剤 が 用 い ら れ
る 。 焼 結 助 剤 を 用 い る 目 的 は 、 焼 結 中 の 結 晶 粒 成 長 を 抑 制 し 、 気 孔 生 成 を 抑 止 す る 、 結 晶
粒 を 成 長 さ せ る 、 焼 結 対 象 材 料 の 光 学 特 性 を 向 上 す る な ど 様 々 で あ る 。 例 え ば 特 許 文 献 ３
に は 、 Ｙ Ａ Ｇ セ ラ ミ ッ ク ス の 焼 成 助 剤 と し て ア ル カ リ 金 属 の 酸 化 物 を 用 い る こ と に よ り 光
学 特 性 を 向 上 さ せ る こ と が 記 載 さ れ 、 ま た 特 許 文 献 ４ に は 、 Ｙ Ａ Ｇ セ ラ ミ ッ ク ス の 焼 成 温
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度 を 低 温 化 さ せ る 焼 結 助 剤 と し て 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム を 使 用 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 酸 化 物 蛍 光 体 の 加 工 性 や 特 性 に つ い て も 、 焼 結 助 剤 に よ っ て 改 良 す る 可 能 性 が あ る
が 、 上 述 し た よ う に 焼 結 助 剤 の 機 能 は 様 々 で あ り 、 ま た 焼 結 対 象 と な る 材 料 に よ っ て そ の
機 能 も 変 化 し う る の で 、 夫 々 の 目 的 に 適 し た 焼 結 助 剤 を 探 索 す る こ と は 困 難 で あ る 。 さ ら
に 焼 結 助 剤 は 、 目 的 と す る セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 の 特 性 を 阻 害 し な い も の で な け れ ば な ら な い
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ７ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ８ ９ ０ ８ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ５ － ２ ８ ６ ７ ６ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ５ ４ １ ５ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 シ ン チ レ ー タ と し て の 機 能 に 優 れ 、 且 つ 加 工 性 が よ く 、 精 密 加 工 が 容
易 な 酸 化 物 蛍 光 体 を 提 供 す る こ と で あ る 。 ま た 、 こ の 酸 化 物 蛍 光 体 を 備 え 、 高 精 度 に 加 工
さ れ た 、 安 価 な 放 射 線 検 出 器 を 提 供 す る こ と で あ る 。 ま た 、 前 記 放 射 線 検 出 器 を 備 え 、 高
性 能 か つ 安 価 な Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 な ど の 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 前 述 の 、 Ceを 発 光 元 素 と し 、 Gd、 Al、 Ga、 Oを 含 ん だ ガ ー ネ ッ ト 構 造 の
母 体 結 晶 か ら な る 酸 化 物 蛍 光 体 の 合 成 過 程 で 加 え ら れ る 添 加 物 に つ い て 、 研 究 を 積 み 重 ね
た 結 果 、 こ の 蛍 光 体 粉 末 を 焼 結 す る 際 に 、 焼 結 助 剤 と し て Na化 合 物 を 添 加 し て 焼 結 す る こ
と に よ り 、 結 晶 粒 径 を 大 き く 成 長 さ せ る こ と が で き 、 し か も 蛍 光 体 自 体 の 特 性 、 特 に 残 光
を 向 上 さ せ る こ と が で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 に 至 っ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 は 、 Ceを 発 光 元 素 と し 、 少 な く と も Gd、 Al、 Ga、 Oを 含
ん だ 、 主 に ガ ー ネ ッ ト 構 造 の 母 体 結 晶 か ら な る 酸 化 物 蛍 光 体 で あ っ て 、 Naを 含 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 に お い て 、 Naの 含 有 量 は 、 好 適 に は 酸 化 物 蛍 光 体 重 量 に 対 し て 50
0wtppm以 下 で あ る 。 ま た 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 に お い て 、 母 体 結 晶 は 第 二 相 と し て 、 ペ ロ
ブ ス カ イ ト 構 造 を 有 す る も の で も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 を 製 造 す る 方 法 は 、 上 記 Ceを 発 光 元 素 と し 、 少 な く と も Gd、
Al、 Ga、 Oを 含 ん だ 、 主 に ガ ー ネ ッ ト 構 造 の 母 体 結 晶 か ら な る 酸 化 物 蛍 光 体 を 製 造 す る 方
法 で あ っ て 、 原 料 粉 末 を 混 合 し 、 仮 焼 き す る 工 程 と 、 仮 焼 き 粉 末 を 焼 結 す る 工 程 と を 含 み
、 原 料 粉 末 ま た は 仮 焼 き 粉 末 に Na化 合 物 を 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 Na化 合 物 は 、 例 え ば Na 2 B 4 O 7 、 NaCl、 NaBrお よ び Na 2 CO 3 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る １ 種 又
は ２ 種 以 上 の 化 合 物 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 放 射 線 検 出 器 は 、 放 射 線 に よ り 発 光 す る 蛍 光 体 素 子 と 、 前 記 蛍 光 体 素 子 に よ る
発 光 を 検 出 す る 光 電 変 換 素 子 と を 備 え 、 蛍 光 体 素 子 と し て 、 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 を 用 い
た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 は 、 放 射 線 源 と 、 こ の 放 射 線 源 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 放 射 線 検 出
器 と 、 こ れ ら 放 射 線 源 及 び 放 射 線 検 出 器 を 保 持 し 、 被 検 体 の 周 り で 回 転 駆 動 さ れ る 回 転 円
板 と 、 前 記 放 射 線 検 出 器 で 検 出 さ れ た 放 射 線 の 強 度 に 基 づ き 前 記 被 検 体 の 断 層 像 を 画 像 再
構 成 す る 画 像 再 構 成 手 段 と を 備 え 、 放 射 線 検 出 器 と し て 本 発 明 の 放 射 線 検 出 器 を 用 い た こ
と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 撮 像 装 置 は 、 放 射 線 源 と 、 被 検 体 を 挟 ん で 前 記 放 射 線 源 と 対 向 配 置 さ れ た 放 射
線 検 出 器 と 、 前 記 放 射 線 検 出 器 で 検 出 さ れ た 放 射 線 の 強 度 に 基 づ き 前 記 被 検 体 の 画 像 を 作
成 す る 画 像 作 成 手 段 と を 備 え 、 放 射 線 検 出 器 と し て 本 発 明 の 放 射 線 検 出 器 を 用 い た こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 は 、 放 射 線 検 出 器 の シ ン チ レ ー タ 材 料 で あ り 、 本 明 細 書 に お
い て 酸 化 物 蛍 光 体 を 放 射 線 検 出 器 の シ ン チ レ ー タ 材 料 と し て 説 明 す る 場 合 に は 、 セ ラ ミ ッ
ク シ ン チ レ ー タ と も い う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 加 工 性 が よ く 、 精 密 加 工 が 容 易 な セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ を 提 供 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ を 用 い る こ と に よ り 、 高 精 度 に 加 工 さ
れ た 放 射 線 検 出 器 を 、 加 工 歩 留 ま り よ く 、 安 価 に 、 生 産 性 よ く 提 供 す る こ と が で き る 。 ま
た 、 前 記 放 射 線 検 出 器 を 備 え 、 高 性 能 か つ 安 価 な Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 な ど の 医 用 撮 像 装 置 を 提 供
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 ま ず 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 に つ い て 説 明 す る 。 本 発 明 の 対 象 と な る 酸 化 物 蛍 光 体 は 、 Ce
を 発 光 元 素 と し 、 少 な く と も Gd、 Al、 Ga、 Oを 含 ん だ 、 主 に ガ ー ネ ッ ト 構 造 の 母 体 結 晶 か
ら な る 酸 化 物 蛍 光 体 で あ り 、 例 え ば 、 国 際 公 開 WO99/33934号 記 載 の 、 一 般 式 (Gd 1 - z - x L z Ce

x ) 3 Al 5 - y Ga y O 1 2 (式 中 、 Lは La又 は Y、 0≦ z<0.2、 xは 0.0005≦ x≦ 0.02、 yは 0<y<5の 範 囲 の
値 で あ る )で 表 さ れ る 蛍 光 体 、 特 開 2001-4753号 公 報 に 記 載 の 、 ガ ー ネ ッ ト 構 造 の 結 晶 構 造
を 有 し 、 Gd/(Al+Ga+Gd)の 原 子 比 が 0.33以 上 、 0.42以 下 で 、 (Gd+Ce)/(Al+Ga+Gd+Ce)=0.375
を 除 く 蛍 光 体 な ど を 主 成 分 と す る 蛍 光 体 、 特 開 2002-189080公 報 に 記 載 の 、 Ceを 発 光 元 素
と し 、 少 な く と も Gd、 Al、 Ga、 Oを 含 ん だ ガ ー ネ ッ ト 構 造 を 第 一 相 と し 、 第 二 相 と し て ペ
ロ ブ ス カ イ ト 構 造 を 有 す る 母 体 結 晶 を 有 す る 蛍 光 体 な ど で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Naは 、 上 記 蛍 光 体 を 製 造 す る 際 に 、 Na化 合 物 と し て 上 記 蛍 光 体 に 添 加 さ れ る 。 Na化 合 物
は 、 原 料 粉 末 に フ ラ ッ ク ス と し て 添 加 し て も よ い し 、 焼 結 助 剤 と し て 添 加 し て も よ い 。 Na
化 合 物 と し て は 、 Na 2 B 4 O 7 、 NaCl、 NaBr、 Na 2 CO 3 、 （ Na 3 PO 4 、 Na 2 SO 4 ） な ど が 挙 げ ら れ る
が 、 特 に Na 2 B 4 O 7 、 NaCl、 NaBr、 Na 2 CO 3 が 好 ま し い 。 Naを 添 加 す る こ と に よ り 、 上 記 蛍 光
体 の 発 光 出 力 を 低 下 さ せ る こ と な く 、 結 晶 粒 径 を 大 き く 成 長 さ せ 、 し か も 残 光 を 低 減 で き
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Na化 合 物 の 機 能 に つ い て は 、 次 の よ う に 考 え ら れ る 。 Na化 合 物 は 、 焼 結 助 剤 と し て 結 晶
粒 成 長 を 促 進 さ せ る 働 き を し 、 結 晶 粒 界 に 主 に 残 留 す る と と も に 、 結 晶 内 に も 入 り 込 む 。
Na化 合 物 に よ っ て 粒 成 長 し た 本 発 明 の 蛍 光 体 に お い て は 、 結 晶 粒 界 で の 格 子 欠 陥 が 減 少 し
、 こ れ に 起 因 し た 残 光 を 低 減 で き る 。 ま た 、 結 晶 内 に 入 り 込 ん だ Naに よ り 、 こ れ ま で 残 光
の 原 因 と な っ て い た 電 子 の ト ラ ッ プ 準 位 か ら 、 無 輻 射 の エ ネ ル ギ ー 失 括 過 程 が で き た も の
と 推 察 さ れ る 。 逆 に 、 助 剤 の 添 加 に よ っ て 残 光 が 増 大 す る 場 合 も あ る 。 こ れ は 、 添 加 物 が
結 晶 内 に 入 り 込 み 、 残 光 の 原 因 と な る 電 子 の ト ラ ッ プ 準 位 を 新 た に 生 成 し て し ま っ た た め
と 思 わ れ る 。 す な わ ち Na化 合 物 は 、 焼 結 助 剤 で あ る と 共 に 、 残 光 を 低 減 さ せ る 添 加 物 と し
て も 働 い て い る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 蛍 光 体 に お け る Naの 含 有 量 は 、 ５ wtppm以 上 、 好 ま し く は １ ０ wtppm以 上 、 さ ら に 好
ま し く は ５ ０ wtppm以 上 と す る 。 蛍 光 体 に 不 可 避 的 に 含 ま れ る 不 純 物 元 素 の 含 有 量 は 数 wtp
pmで あ る の で 、 ５ wtppm未 満 で は 添 加 の 効 果 が 不 明 確 で あ る 。 一 方 、 Naの 含 有 量 が 多 い ほ
ど 、 残 光 は 低 減 す る が 発 光 強 度 は 低 下 す る 傾 向 が あ り 、 ５ ０ ０ wtppmを 超 え る と 残 光 は 殆
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ど 低 下 し な い が 発 光 強 度 は さ ら に 低 下 す る 。 従 っ て Naの 含 有 量 は ５ ０ ０ wtppm以 下 で あ る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 は 、 Na化 合 物 を 添 加 す る こ と 以 外 は 、 上 述 し た Ceを 発 光 元 素 と し
、 少 な く と も Gd、 Al、 Ga、 Oを 含 む 酸 化 物 蛍 光 体 の 製 造 方 法 と 同 じ 製 造 方 法 に よ り 製 造 す
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 一 般 的 な セ ラ ミ ッ ク ス 材 料 と 同 様 に 、 (1)原 料 粉 末 の 混 合 、 仮
焼 き 工 程 と 、 (2)仮 焼 き 粉 末 の 焼 結 工 程 と か ら な る 製 造 方 法 を 採 用 す る こ と が で き る 。 本
発 明 の セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ を 得 る た め の 製 造 方 法 の 一 例 を 、 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 、 高 純 度 の Gd 2 O 3 、 Al 2 O 3 、 Ga 2 O 3 、 CeO 2 な ど の 原 料 粉 末 を 所 定 量 秤 量 後 、 例 え ば ボ
ー ル ミ ル 混 合 に よ り 、 10時 間 程 度 湿 式 混 合 す る 。 こ の 混 合 粉 末 を 乾 燥 し た 後 、 ア ル ミ ナ る
つ ぼ に 入 れ 、 1400～ 1800℃ の 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 中 で 数 時 間 仮 焼 き し 、 仮 焼 き 粉 末 を 得 る 。
原 料 粉 末 と し て は 、 ミ ク ロ ン オ ー ダ ー の 微 細 な 粉 末 が よ く 、 好 ま し く は サ ブ ミ ク ロ ン の 粉
末 が よ い 。 ま た 原 料 粉 末 は 、 酸 化 物 や 水 酸 化 物 、 し ゅ う 酸 塩 な ど の ほ か 、 共 沈 法 、 ゾ ル ゲ
ル 法 な ど に よ っ て 合 成 し た 微 細 粉 末 を 使 用 し て も よ い 。 粉 末 純 度 は 99.99％ 以 上 が 望 ま し
い 。 粉 末 純 度 が 低 い と 、 発 光 強 度 、 残 光 な ど の 発 光 特 性 が 劣 化 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に し て 作 製 し た シ ン チ レ ー タ 仮 焼 き 粉 末 に 、 所 定 量 秤 量 し た Na化 合 物 を 添 加 し
、 例 え ば ボ ー ル ミ ル で 10時 間 程 度 湿 式 混 合 し た 後 に 、 乾 燥 さ せ る 。 こ の よ う に 作 製 し た 添
加 剤 混 合 粉 末 を 、 焼 結 す る 。 焼 結 方 法 と し て は 、 特 に 限 定 す る 必 要 は な く 、 ホ ッ ト プ レ ス
法 、 熱 間 静 水 圧 プ レ ス (Ｈ Ｉ Ｐ )法 、 常 圧 焼 結 法 、 常 圧 焼 結 法 と Ｈ Ｉ Ｐ 法 と の 併 用 法 な ど で
焼 結 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ホ ッ ト プ レ ス 法 で は 、 前 述 の 添 加 剤 混 合 粉 末 を 300～ 600kgf/cm 2 程 度 の 圧 力 で 金 型 成 型
し て 成 型 体 と し た 後 、 ホ ッ ト プ レ ス 型 に セ ッ ト し 、 真 空 中 、 大 気 中 、 あ る い は 酸 素 中 の 雰
囲 気 下 で 、 1400～ 1800℃ の 温 度 で 数 時 間 、 300～ 600kgf/cm 2 程 度 の 圧 力 に て 焼 結 す る 。 こ
れ に よ っ て 、 相 対 密 度 99%以 上 の 焼 結 体 を 、 容 易 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｈ Ｉ Ｐ 法 で は 、 Feあ る い は W、 Moな ど の 金 属 製 カ プ セ ル 中 に 添 加 剤 混 合 粉 末 を 入 れ 、 真
空 封 止 し て 、 1200～ 1800℃ の 温 度 で 数 時 間 、 1000～ 2000
kgf/cm 2 程 度 の 圧 力 に て 焼 結 す る 。
　 常 圧 焼 結 で は 、 添 加 剤 混 合 粉 末 を 3000kgf/cm 2 程 度 の 圧 力 で 冷 間 静 水 圧 プ レ ス (Ｃ Ｉ Ｐ )
を 行 っ た 後 、 1400～ 1800℃ の 酸 素 を 含 む 雰 囲 気 中 で 数 ～ 数 十 時 間 の 焼 結 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ は 、 Naを 含 有 し 、 結 晶 粒 径 が 1～ 500μ
mと 大 き く 粒 成 長 し た も の と な る 。 結 晶 粒 径 が 大 き く 成 長 し た こ と に よ り 、 加 工 性 が 向 上
し 、 精 密 加 工 が 容 易 に な る 。 ま た 、 Na化 合 物 を 用 い な い 従 来 の セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ と
比 較 し て 、 残 光 は 小 さ く な っ て お り 、 発 光 強 度 の 悪 化 は 少 な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お こ の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ を 得 る た め の 製 造 方 法 を 限 定 す
る も の で は な く 、 そ の 他 の 製 造 方 法 に よ っ て も 本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ を 製 造 す
る こ と は 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 原 料 粉 末 を 混 合 す る 際 に Na化 合 物 を 併 せ て 混 合 し 、 仮 焼 き
を 行 い 、 こ れ を 焼 結 す る こ と に よ っ て も 本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ を 製 造 す る こ と
が で き 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 ま た 、 仮 焼 き 工 程 を 省 略 し 、 原 料 粉 末 と Na化 合 物 を 混 合
し た も の を 直 接 焼 結 さ せ る こ と に よ っ て も 、 本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ を 得 る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 は 、 発 光 波 長 が 可 視 光 か ら 近 赤 外 領 域 に あ り 、 光 出 力 が CdWO 4 の 1
.5倍 以 上 の 高 出 力 が 得 ら れ る 。 ま た 残 光 が 極 め て 短 く 、 Ｘ 線 を 断 っ て か ら 約 300msで 残 光
が 1× 10 - 3 ％ 未 満 と な る 。 従 っ て 放 射 線 検 出 器 の シ ン チ レ ー タ と し て 極 め て 有 用 で あ る 。
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ま た 本 発 明 の 酸 化 物 蛍 光 体 は 、 Naを 含 有 し な い も の に 比 べ 粒 径 が 大 き い 。 具 体 的 に は Naを
含 有 し な い 同 組 成 の 酸 化 物 蛍 光 体 の 10倍 以 上 （ 20μ ｍ 以 上 ） で あ る 。 従 っ て 加 工 性 に 優 れ
、 高 精 度 の 加 工 を 効 率 よ く 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 本 発 明 の 放 射 線 検 出 器 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 、 本 発 明 の 放 射 線 検
出 器 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 。 図 ２ は 、 本 発 明 の 放 射 線 検 出 器 の 断 面 図 を 示 し て お り 、 複 数
の フ ォ ト ダ イ オ ー ド 23を 有 す る フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ 基 板 24の 上 に 、 各 々 の フ ォ ト ダ イ
オ ー ド 位 置 に 対 応 し て 、 シ ン チ レ ー タ 素 子 21が 配 置 さ れ て い る 。 各 シ ン チ レ ー タ 素 子 の フ
ォ ト ダ イ オ ー ド に 面 し て い な い 面 は 、 光 反 射 層 22に 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 シ ン チ レ ー タ 素 子 21に は 、 上 述 し た 本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ を 用 い る 。 フ ォ ト
ダ イ オ ー ド 23に は 、 Ｐ Ｉ Ｎ フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 用 い る の が 望 ま し い 。 Ｐ Ｉ Ｎ フ ォ ト ダ イ オ
ー ド は 感 度 が 高 く 、 応 答 速 度 が 速 く 、 か つ 波 長 感 度 が 可 視 光 か ら 近 赤 外 領 域 に あ る の で 、
本 発 明 の シ ン チ レ ー タ の 発 光 波 長 と の マ ッ チ ン グ が よ い 。 光 反 射 層 22は 、 Ｘ 線 の 吸 収 が 少
な く 、 光 反 射 率 の 高 い 材 料 か ら な る 。 例 え ば 、 TiO 2 粉 末 を 混 合 し た 有 機 樹 脂 な ど が 用 い ら
れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 中 の 矢 印 で 示 し た 方 向 か ら 入 射 し た Ｘ 線 は 、 光 反 射 層 22を 透 過 し て 、 シ ン チ レ ー タ 素
子 21で 吸 収 さ れ る 。 Ｘ 線 を 吸 収 し た シ ン チ レ ー タ 素 子 21は 、 可 視 光 を 発 光 す る 。 シ ン チ レ
ー タ 素 子 21が 発 光 し た 可 視 光 は 、 光 反 射 層 22で 反 射 さ れ 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド 23で 電 気 信 号
に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 放 射 線 検 出 器 の 製 造 方 法 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 シ ン チ レ ー タ 材 料
（ バ ル ク ） を 加 工 し 、 所 定 の 厚 さ の シ ン チ レ ー タ 板 を 作 成 す る 。 こ の シ ン チ レ ー タ 板 を 複
数 の フ ォ ト ダ イ オ ー ド 23が 形 成 さ れ た フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ 基 板 24に 接 着 し た 後 、 フ ォ
ト ダ イ オ ー ド ア レ イ に 対 応 し て シ ン チ レ ー タ 板 に 溝 加 工 を 施 す 。 作 成 さ れ た 溝 に 必 要 に 応
じ て 金 属 製 の セ パ レ ー タ 板 や 樹 脂 状 の チ ャ ン ネ ル 分 離 材 を 挿 入 す る 。 最 後 に 溝 加 工 さ れ た
シ ン チ レ ー タ 21全 体 を 光 反 射 層 22を 構 成 す る 材 料 で 覆 い 放 射 線 検 出 器 を 得 る 。 あ る い は フ
ォ ト ダ イ オ ー ド 23の 大 き さ に 対 応 す る 厚 さ の シ ン チ レ ー タ 板 と チ ャ ン ネ ル 分 離 材 を 交 互 に
貼 り 合 わ せ た 後 、 所 定 の 厚 さ に 切 り 出 し 、 シ ン チ レ ー タ ア レ イ を 作 製 す る 。 こ れ の シ ン チ
レ ー タ ア レ イ を 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド 23が 形 成 さ れ た フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ 基 板 24に 接 着
し 、 シ ン チ レ ー タ ア レ イ 全 体 を 光 反 射 層 22用 材 料 で 覆 い 放 射 線 検 出 器 を 得 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 放 射 線 検 出 器 の 製 造 工 程 に お い て 、 シ ン チ レ ー タ と し て 加 工 性 に 優 れ た 本 発
明 の セ ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ を 用 い る こ と に よ り 、 容 易 に 高 い 加 工 精 度 の シ ン チ レ ー タ 素
子 を 作 製 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 高 精 度 に 組 み 立 て ら れ た 放 射 線 検 出 器 を 、 容 易 か
つ 安 価 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 本 発 明 の 撮 像 装 置 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 撮 像 装 置 の 一 実 施 の
形 態 と し て Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 装 置 は ス キ ャ ン ガ ン ト リ 部 310と 画 像 再 構 成 部 320と を 備 え 、 ス キ ャ ン ガ ン ト リ 部 31
0に は 、 被 検 体 が 搬 入 さ れ る 開 口 部 314を 備 え た 回 転 円 板 311と 、 こ の 回 転 円 板 311に 搭 載 さ
れ た Ｘ 線 管 312と 、 Ｘ 線 管 312に 取 り 付 け ら れ 、 Ｘ 線 束 の 放 射 方 向 を 制 御 す る コ リ メ ー タ 31
3と 、 Ｘ 線 管 312と 対 向 し て 回 転 円 板 311に 搭 載 さ れ た Ｘ 線 検 出 器 315と 、 Ｘ 線 検 出 器 315で
検 出 さ れ た Ｘ 線 を 所 定 の 信 号 に 変 換 す る 検 出 器 回 路 316と 、 回 転 円 板 311の 回 転 及 び Ｘ 線 束
の 幅 を 制 御 す る ス キ ャ ン 制 御 回 路 317と が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 画 像 再 構 成 部 320は 、 被 検 者 氏 名 、 検 査 日 時 、 検 査 条 件 な ど を 入 力 す る 入 力 装 置 321、 検
出 器 回 路 316か ら 送 出 さ れ る 計 測 デ ー タ S1を 演 算 処 理 し て Ｃ Ｔ 画 像 再 構 成 を 行 う 画 像 演 算
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回 路 322、 画 像 演 算 回 路 322で 作 成 さ れ た Ｃ Ｔ 画 像 に 、 入 力 装 置 321か ら 入 力 さ れ た 被 検 者
氏 名 、 検 査 日 時 、 検 査 条 件 な ど の 情 報 を 付 加 す る 画 像 情 報 付 加 部 323と 、 画 像 情 報 を 付 加
さ れ た Ｃ Ｔ 画 像 信 号 S2の 表 示 ゲ イ ン を 調 整 し て デ ィ ス プ レ イ モ ニ タ 330へ 出 力 す る デ ィ ス
プ レ イ 回 路 324と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 で は 、 ス キ ャ ン ガ ン ト リ 部 310の 開 口 部 314に 、 設 置 さ れ た 寝 台 （ 図 示
せ ず ） に 被 検 者 を 寝 か せ た 状 態 で 、 Ｘ 線 管 312か ら Ｘ 線 が 照 射 さ れ る 。 こ の Ｘ 線 は コ リ メ
ー タ 313に よ り 指 向 性 を 得 、 Ｘ 線 検 出 器 315に よ り 検 出 さ れ る が 、 こ の 際 、 回 転 円 板 311を
被 検 者 の 周 り に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 Ｘ 線 を 照 射 す る 方 向 を 変 え な が ら 、 被 検 者 を 透 過
し た Ｘ 線 を 検 出 す る 。 こ の 計 測 デ ー タ を も と に 画 像 再 構 成 部 320で 作 成 さ れ た 断 層 像 は 、
デ ィ ス プ レ イ モ ニ タ 330に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で Ｘ 線 検 出 器 315は 、 散 乱 線 除 去 コ リ メ ー タ と 、 シ ン チ レ ー タ と フ ォ ト ダ イ オ ー ド
と を 組 み 合 わ せ た 検 出 器 素 子 を 多 数 （ 例 え ば 960個 ） 円 弧 状 に 配 列 し た も の で 、 本 発 明 の
放 射 線 検 出 器 を 用 い て い る 。 こ の た め 、 本 発 明 の Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 は 、 高 精 度 に 組 み 立 て ら れ
た 放 射 線 検 出 器 を 有 し 、 高 画 質 な Ｃ Ｔ 断 層 像 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
［ 実 施 例 1］
　 出 発 原 料 粉 末 と し て 、 純 度 99.99%で 、 粒 径 が 0.1～ 5μ m程 度 の Gd 2 O 3 、 Al 2 O 3 、 Ga 2 O 3 、 Ce
O 2 粉 末 を 用 い 、 Gd 2 . 9 8 2 Ce 0 . 0 1 8 Al 2 . 8 Ga 2 . 2 O 1 2 の 組 成 に な る よ う に 、 各 々 秤 量 し た 。 こ れ
を ポ リ エ チ レ ン 容 器 に ア ル ミ ナ ボ ー ル 、 イ オ ン 交 換 水 と 共 に 入 れ 、 約 16時 間 ボ ー ル ミ ル で
混 合 し た 。 混 合 後 、 蒸 発 皿 に 移 し て 混 合 粉 末 を 乾 燥 し 、 ナ イ ロ ン ふ る い を 通 し て 整 粒 し た
。 整 粒 粉 末 を ア ル ミ ナ る つ ぼ に 入 れ 、 1500℃ の 酸 素 中 に て 4時 間 仮 焼 き し た 。 こ の シ ン チ
レ ー タ 仮 焼 き 粉 末 に 、 シ ン チ レ ー タ 粉 末 1モ ル に 対 し て 0.0005～ 0.01モ ル の Na 2 B 4 O 7 を 添 加
し 、 ボ ー ル ミ ル で 約 16時 間 湿 式 混 合 し 、 乾 燥 さ せ た 。 こ の 添 加 剤 混 合 粉 末 を 、 500kgf/cm 2

の 圧 力 で 金 型 成 形 し た 後 、 真 空 中 で 1500℃ 、 500kgf/cm 2 に て ホ ッ ト プ レ ス 焼 結 し た 。 焼 結
体 を 、 30mm× 24mm× 2mmの 試 験 片 に 加 工 し 、 1300℃ の 酸 素 中 に て 4時 間 ア ニ ー ル 処 理 し 、 セ
ラ ミ ッ ク シ ン チ レ ー タ 板 と し て 完 成 さ せ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 得 ら れ た シ ン チ レ ー タ 板 の Na残 留 量 、 結 晶 粒 径 お よ び 発 光 特 性 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １
に 示 す 。 な お Na残 留 量 は Ｉ Ｃ Ｐ 発 光 分 析 に よ り 測 定 し た 。 結 晶 粒 径 は 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 に
て 試 験 片 表 面 を 観 察 し 、 計 測 し た 。 発 光 強 度 は 、 管 電 圧 120kV、 管 電 流 100mAの X線 を 照 射
し た 時 の 発 光 強 度 を 測 定 し た 。 表 １ で は 、 発 光 強 度 を CdWO 4 シ ン チ レ ー タ の 発 光 強 度 に 対
す る 割 合 で 表 し て あ る 。 ま た 残 光 は 、 Ｘ 線 照 射 後 300msに お け る 出 力 の 、 照 射 中 出 力 に 対
す る 割 合 で 表 し た 。
　 さ ら に 加 工 性 を 評 価 す る た め に 、 各 試 験 片 を 荷 重 100gで ラ ッ プ 研 磨 し 、 試 験 片 の 重 量 の
減 少 速 度 を 測 定 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。 加 工 速 度 が 速 い ほ ど 、 材 料 の 加 工 性 が 良 い こ と
を 表 し て い る 。 Na 2 B 4 O 7 添 加 量 を 変 え た 時 の 結 晶 粒 径 お よ び 加 工 速 度 の 変 化 を 図 １ に 示 す
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ １ 】
　 表 １ お よ び 図 １ よ り 、 Na 2 B 4 O 7 添 加 量 の 増 加 と 共 に 、 結 晶 粒 径 が 成 長 し 、 そ れ に 伴 っ て
加 工 性 も 向 上 し て い る の が 分 か る 。 ま た 、 助 剤 添 加 量 を 増 や し て い く と 、 残 光 が 小 さ く な
っ て い る 。 し か し 、 助 剤 添 加 量 の 増 加 と 共 に 、 発 光 強 度 も や や 低 下 し て い る 。 試 料 番 号 １
の 助 剤 を 添 加 し な い 試 料 と 比 較 し て 、 添 加 量 0.002モ ル ま で は 、 発 光 強 度 の 低 下 が 10%程 度
に 収 ま っ て お り 、 本 発 明 の 効 果 が 十 分 に 得 ら れ る 範 囲 で あ る 。 こ の 時 の Na残 留 量 は 、 500w
tppmで あ る 。 こ れ 以 上 Na 2 B 4 O 7 を 添 加 す る と 、 発 光 強 度 は さ ら に 低 下 し て い き 、 残 光 は 殆
ど 低 下 し な く な る 。 従 っ て 本 発 明 の シ ン チ レ ー タ に お い て Na含 有 量 は 500wtppm以 下 が 望 ま
し い と 言 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 実 施 例 ２ ］
　 実 施 例 1と 同 様 に シ ン チ レ ー タ 仮 焼 き 粉 末 を 作 製 し 、 こ の シ ン チ レ ー タ 仮 焼 き 粉 末 に 実
施 例 １ と 種 類 の 異 な る Na化 合 物 （ NaCl、 NaBr、 Na 2 CO 3 、 Na 3 PO 4 ・ 12H 2 O、 Na 2 SO 4 ） を 添 加
し 、 そ れ 以 外 は 実 施 例 １ と 同 様 に シ ン チ レ ー タ 板 を 作 製 し た 。 Na化 合 物 の 添 加 量 は 、 そ れ
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ぞ れ シ ン チ レ ー タ 粉 末 1モ ル に 対 し て 、 Naイ オ ン が 0.001モ ル と な る 量 と し た 。 得 ら れ た シ
ン チ レ ー タ 板 に つ い て 実 施 例 １ と 同 様 に 、 Na残 留 量 、 結 晶 粒 径 、 発 光 特 性 お よ び 加 工 速 度
を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。 表 ２ に は 、 参 考 の た め 、 実 施 例 １ の 試 料 番 号 １ 、 ２
の 結 果 を 併 せ て 示 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 比 較 例 １ ］
　 実 施 例 1と 同 様 に シ ン チ レ ー タ 仮 焼 き 粉 末 を 作 製 し 、 こ の シ ン チ レ ー タ 仮 焼 き 粉 末 に 表
２ に 示 す Li化 合 物 を 添 加 し 、 実 施 例 1と 同 様 の 工 程 に て シ ン チ レ ー タ 試 料 を 作 製 し た 。 Li
化 合 物 の 添 加 量 は 、 シ ン チ レ ー タ 粉 末 1モ ル に 対 し て 、 Liイ オ ン が 0.001モ ル と な る 量 と し
た 。 得 ら れ た シ ン チ レ ー タ 試 料 に つ い て 実 施 例 １ と 同 様 に 、 Li残 留 量 、 結 晶 粒 径 、 発 光 特
性 お よ び 加 工 速 度 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 ２ に 併 せ て 示 す 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 表 ２ の 結 果 か ら わ か る よ う に 、 Na化 合 物 と し て NaCl、 NaBr、 Na 2 CO 3 を 用 い た 場 合 （ 試 料
番 号 ６ ～ ８ ） に も 、 試 料 番 号 ２ と 同 様 に 、 結 晶 粒 成 長 、 加 工 性 向 上 、 残 光 低 減 の 効 果 が あ
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り 、 発 光 強 度 の 低 下 は 10%以 下 に 収 ま っ て い る 。 一 方 、 Na 3 PO 4 ・ 12H 2 O、 Na 2 SO 4 を 用 い た 場
合 （ 試 料 番 号 ９ 、 １ ０ ） に は 、 加 工 性 は 向 上 し て い る が 、 Na化 合 物 を 添 加 し な か っ た 試 料
番 号 1よ り も 残 光 が 大 き く な っ て い る か 、 ま た は 発 光 強 度 が 低 下 し た 。 ま た Li化 合 物 を 用
い た 場 合 （ 試 料 番 号 １ １ 、 １ ２ ） に も 、 試 料 番 号 1よ り も 残 光 が 大 き く 、 LiClの 場 合 に は
粒 径 が 大 き く な っ て お ら ず 、 加 工 性 が 向 上 し な か っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 Na含 有 量 と 結 晶 粒 径 お よ び 加 工 速 度 の 関 係 を 示 す 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 放 射 線 検 出 器 の 断 面 を 示 す 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の Ｘ 線 Ｃ Ｔ 装 置 の 構 成 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
21　 シ ン チ レ ー タ 素 子 、 22　 反 射 層 、 23　 フ ォ ト ダ イ オ ー ド 、 24　 フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ
イ 基 板 、 310　 ス キ ャ ン ガ ン ト リ 部 、 311　 回 転 円 板 、 312　 Ｘ 線 管 、 313　 コ リ メ ー タ 、 31
4　 開 口 部 、 315　 Ｘ 線 検 出 器 、 316　 検 出 器 回 路 、 317　 ス キ ャ ン 制 御 回 路 、 320　 画 像 再
構 成 部 、 321　 入 力 装 置 、 322　 画 像 演 算 回 路 、 323　 画 像 情 報 付 加 部 、 324　 デ ィ ス プ レ イ
回 路 、 330　 デ ィ ス プ レ イ モ ニ タ
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【 図 ３ 】
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